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キーワード：オルトルフ・フォン・バイアーラント (              ), 薬方書 (        ), ドイツ中世医学史
(                               ), 死兆 (        )     
以下は､ オルトルフ・フォン・バイアーラント (              ) 著 『薬方書』 (           ) の抄訳である｡ 13世紀の終り頃にドイツ語で書かれたこの薬方書は､ 15・16世紀におい
てドイツ語圏全体で最も広く知られた著作の一つであり､ 18世紀に入ってもなお定評のある薬方書と
みなされていた｡ しかし､ 日本ではまったくといってよいほど研究がなされておらず､ 抄訳ではある
が今回の翻訳によりその内容の一端を紹介したい｡
著者はその ｢前書き｣ において自らを ｢薬方博士｣ (              ′) と称している｡ これまで
の研究によれば､ 彼はヴュルツブルクの司教座聖堂参事会の医師として勤務していたと考えられてい
る｡ また､ ラテン語で書かれた医学文献を熟知していることから､ 当時の医学のメッカであるサレル
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ノ大学かパリ大学の医学部で学んだであろうことが推測されている｡ オルトルフの 『薬方書』 の特徴
は､ なによりもまず､ それがラテン語ではなく､ ドイツ語で書かれていることにある｡ 彼自身は大学
で医学を修めたと考えられるが､ 彼が自らの著書の読者として想定しているのは大学出の医師ではな
く､ むしろ (大学教育を受けていない) 実地医､ 特に外科医であった｡ しかも､ その内容から判断す




イツ語で作成した｡ それが今回紹介する 『薬方書』 であり､ その構成は以下のとおりである｡
今回､ 興味深い記述の中から訳出したのは､ ｢死兆｣ (        ) に関する箇所で､ 第２部第４
論 ｢(偽) ヒポクラテスに基づく診断的・予後的覚え書｣ の中の第67章から第72章までである｡ これ
らの章では､ (偽) ヒポクラテスに依拠しながら､ ｢死兆｣ についての議論が進められる｡ その記述の
タイプを      (1995) は次の３種類に分類している｡ １) 死の予見の可能性についての一般的な
説明：｢次の真理を覚えておくがよい｡ 病人が快復するか死ぬかを確実に言えるほどの知恵を持って
いる人は一人もいないということを｡ 判断を誤り､ 病人の状態を悪化させたり､ 反対に命が助かるこ
とが容易にあるからだ｣ (第67章)｡ ２) 特定の疾病に依存しない予見：｢人が左右に寝返りをうった
り､ 手足を伸縮したりするようになればよい兆候である｣ (第69章)｡ ３) 特定の疾病に依存する予見：
｢体内の潰瘍や腫瘍で膿にまで達するものは､ 体の表面のものよりもずっと危険である｣ (第70章)｡
今回は特に ｢死兆｣ の章にしぼって翻訳したが､ 後期中世において大きな影響力を及ぼしたオルトル
フの 『薬方書』 をさらに詳細に研究することは､ 中世から近世へにかけての死生観の変遷､ さらに近
代医学への移行のプロセスについての興味深い知見を提供するものと期待できる｡
今回使用した底本は､ 1488年にアウクスブルクの印刷者アントン・ゾルク(       )によって刊
行された初期刊行本に依っている｡ なお､ このテキストはデジタル化されており､ 以下のアドレスに
おいて利用可能である：                                                                     (2008年10月31日現在)｡ 転写は原典に可能な限り忠実に行なったが､  の様々な書記
法は  に統一した｡ また､ テキスト内の段落表示番号には便宜的に¶を用い､ 原典の各葉の冒頭行に
見られる葉番号は [ ] に入れて表示した｡ なお､ 本文中の ( ) は訳者による補足である｡
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の名医によって認められている通りである｡ ヒポクラテス曰く､ ｢生は短く､ 医術は長い｣｡ なぜなら
ば､ 生は日を追うごとに減っていくが､ 医術は日に日に増えていくからである｡ それゆえに､ 彼が自
らの教えを簡潔にラテン語で説いたものを､ 私がこの本においてドイツ語で解説する｡ さて彼はこう
記している｡ 極端に太りすぎた人たちは痩せている人たちより早く死ぬ｡ そのため､ そのような人た
ちには痩せている人たちよりも少なめの飲食物を与えるべきであると｡ また､ 軽い飲み物を時折与え､
よく働かせるべきである｡ なぜならば､ そうすることで痩せることができるからである｡ 覚えておく
がよい｡ すべての病気は過度の飲食が原因であることを｡ それゆえに､ 何事にも中庸を保つべきであ
り､ そうすることによって人々は病気から快復することができる｡ しかし､ どんな病気でも過度の飲
食によるよりも､ 過度の空腹と渇きによるもののほうが恐ろしい｡ 覚えておくがよい｡ すべての長患
いでは､ 病人に与える飲食が少なすぎると､ 大きな害が生じることを｡ なぜならば､ それにより病人
が更に重い病状に陥るからである｡ [¶29葉] 覚えておくがよい｡ あらゆる熱病やすべての病気にお
いても､ 水分を多く含む食物が有効であることを｡ 覚えておくがよい｡ 飲物をとる時には､ シロップ
やそれに類するもので体を前もって柔らかくしておくべきであることを｡ なぜならば､ そうすること
によって､ 飲物がより滑らかに体の中を通っていくからである｡ どんな病気であっても下剤を与える
べきではない｡ なぜならば､ 病んだ体はそれに耐えることができないからだ｡ 病人が気絶する場合､
眠っている間にその人の状態が悪くなれば､ それは死に至る｡ だが､ 眠っている間に具合がよくなれ
ば､ 死ぬことはない｡ ゆっくりと体重が減っていく人は､ またゆっくりと体重が増えていく｡ 逆に急
速に痩せる人は､ 急激に体重が増えていく｡ 覚えておくがよい｡ 食欲がない時に食物を摂取すると､
それは病状を重くする原因となることを｡ というのも､ 病んだ体ではそれを消化できないからである｡
次の真理を覚えておくがよい｡ 病人が快復するか死ぬかを確実に言えるほどの知恵を持っている人は
一人もいないということを｡ 判断を誤り､ 病人の状態を悪化させたり､ 反対に命が助かることが容易
にあるからだ｡ 四日熱マラリアは､ (四大の) 冷からくるものであれば､ 秋は長引き､ [¶30葉] 冬は
治りにくい｡ しかし､ 夏は暑さのためよく治る｡ 三日目に発病する場合は､ (四大の) 冷によるもの
であれば､ 夏は治りにくいが､ 冬は治りやすい｡ 健康な人が多くの薬を服用すれば､ 病気になる｡ 天
候不順の年が来ると､ つまり冬が暖かくて雨が多く､ 夏が湿度が高くて寒い場合には､ 死に至る病気
が発生する｡ 秋と冬に発病する人の病気は､ 長引き､ そして死に至るが､ 春に発症する病気は軽くて
短い｡ 初めて妊娠する女が､ 出産が間近なときには､ たくさんの薬を飲むべきではない｡ なぜならば､
まず胎児が病気になってしまうからである｡ それはちょうど､ 木の実がなっても､ わずかな冷え込み
で実がやられてしまい､ やがて大きくなってもげ落ちてしまうことからも見てとれる｡ 覚えておくが
よい｡ 飲み物 (水薬) を与えると､ 体に溜まったものが夏には口から､ 冬には下から排出されること
を｡ 覚えておくがよい｡ 寒すぎる時や暑すぎる時には､ 飲物 (水薬) を飲んだり､ 瀉血したりするこ
とはよくないことを｡ [¶30葉] 覚えておくがよい｡ 黒い尿､ またはすべての黒い排泄物は死の兆し
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であることを｡ 覚えておくがよい｡ すべての冷や汗は病気が長引くことを､ さらに病気中のそれは死
を意味することを｡ 覚えておくがよい｡ 人が睡眠後に汗をかく場合､ それは､ 飲食の摂りすぎを意味
することを｡ そうでないならば､ 下剤により腸をきれいにする必要がある｡
(第68章)
理由もないのに､ 体重が日を追うごとに減っていき､ 痩せていく人は､ まもなく死に至る｡ 人間の
一つの身体部位が二つの病気に侵されることはないから､ より重い病気がより軽い病気を追い払う｡
過度の労働が原因で生じるあらゆる病気は､ 休養をとり労働を控えれば､ 健康を取り戻すことができ
る｡ 何であれ人が慣れ親しんだ習慣をやめると､ 病気になるだろう｡ 長雨による多湿の年には､ 熱病
などの病気がはやり､ しかも長く続く｡ 快復に向う病人が､ 全身に汗をかけば､ それは生への良き兆




萄酒を飲ませると極めて効果的である｡ ¶頭痛について｡ ¶頭痛に苦しんでいる人のうちで､ 不純な
(四大の) 熱を持つ人には､ 牛乳は極めて有害である｡ しかし､ 痩せていて不純な (四大の) 熱を持っ
ていない人には､ 牛乳は良薬である｡ 頭痛に苦しんでいても､ 鼻から膿や水や血が出ると､ その人は
快復するだろう｡ 長い間膿疱を患っていた人が､ それを取り除こうとするのは極めて有害である｡ しゃっ
くりが続き､ 嘔吐する人は､ 食欲不振となる｡ 痢病にかかった人が嘔吐すれば､ その病から快復する
だろう｡ [¶31葉] 水腫を患っている人に､ 咳が出れば､ それは悪しき兆しである｡ 水腫を患ってい





し､ すっかり変形してしまう場合には､ つまり痩せて鼻が尖ったり､ 眼が顔に深く窪んだり､ 耳が冷
たくなり､ 顔色が緑色あるいはどす黒くなる場合には､ しかも痢病でもないのに長く起きていられな
いときには､ その人は死に至る｡ 光をみつめると涙がでたり､ 睡眠の際に瞼に痙攣が起きたり､ 瞼が
わずかしか閉じない場合､ あるいは目の周りが薄黒くなったり､ 眉が抜け落ちたりする場合には､
[¶32葉] もし痢病によるものでないのならば､ その人は死が近いと確信しなさい｡ しかし､ 人が左
右に寝返りをうったり､ 手足を伸縮したりするようになればよい兆候である｡ だが､ 頭を足に向かっ







なり､ 膿が流れでなければその人は死ぬ｡ 病に伏している人や体内に腫瘍がある人､ 気を失っている
人あるいは頭痛に苦しむ人が､ 頭や壁を､ また鼻の穴や [¶32葉] 衣服をつかんでかきむしる仕草を
するようなことがあれば､ それはすべて死をあらわす｡ 病気で呼吸が速くなり､ 胸が上下するならば､
それは胸か心臓かを病んでいてきわめて危険である｡ それは病気のために意識不明になることを告げ
ているからだ｡ 冷たい息が鼻の穴からでてきたり､ 喉が涸れたりするとそれは死を意味する｡ しかし､
病気の人の呼吸が速くもなく遅くもない場合それは良い兆候で､ 命の危険はない｡ すべての病気にお
いて熱い汗は､ 病気が短いことの印である｡ 病で体がむくみ､ さらに熱を伴う病気にかかった場合､
１日で死なずに10日目まで病の床にあり､ むくみも熱も緩和しなければ､ 体内の潰瘍が膿となること
を意味する｡ 体の左側に見られるあらゆる腫瘍は､ 右側のものよりも悪性ではない｡ 体内の潰瘍や腫





よくない｡ 病人が錯乱する危険性があるからだ｡ 人が便所に行き､ 便が細すぎることも太すぎること




悪臭を放つ場合は死に至る｡ [¶33葉] 肺や胸の周りを病んでいる人が咳をしても､ 軽い咳であるな








ある｡ 顔に膿疱ができ､ 瀉血を行っても､ 人がしばしば鼻の穴をかきむしる場合には､ その人は19日
後に死ぬと覚えておきなさい｡ 膝に膿疱ができ､ それが黒い色をしている時に､ その病が熱を伴う場
合には､ その人は [¶34葉] 18日後に死ぬ｡ 首に膿疱ができた人は､ その病に襲われたときにひどい
喉の渇きをもよおすときには３日後に死ぬ｡ 左手に膿疱ができると､ それが黒い色をしていて､ 病気
になった日に熱い唾がでる場合にはその日のうちに死ぬ｡ 黒い膿疱ができた人が初めて心臓が重く感
じられたときには次の日に死ぬ｡ 病人の左手の親指に黒い膿疱ができたときに､ あるいは白い膿疱で
苦痛を伴わないときに､ その病気が下痢を伴う場合には､ その人は６日後に死ぬ｡ 左足の中指に膿疱
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ができたときには､ そしてその病がまるで他人の財産を狙う貪欲さで襲いかかってくる場合には､ 間
違いなく21日後に死ぬ｡ 爪が黒色あるいは白色あるいは緑色になり､ 額に赤い膿疱ができると､ [¶3
4葉] その人は､ その病がくしゃみを伴う場合には､ ４日後に死ぬ｡ 病人の親指に膿疱ができ､ 病気
になってから患部がとても痒い場合､ 初めて大量の尿をすることがあれば､ ４日後の日が沈む前に死
ぬ｡ 膿疱が病人の左の耳の後ろにできると､ 20日後に死ぬ｡ はしばみの実のような膿疱が目の上にで
き､ 病気になってからなかなか寝つけなくなると次の日に死ぬ｡ 病人の右手に白い膿疱ができ､ 病に
冒されてから食欲がなくなると３日後に死ぬ｡ まるで燃えているかのような膿疱が左手の耳にできる
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(第69章)
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